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冬休みを迎えるにあたって ～家庭での学習を習慣（ルーティン）にしよう～ 

 

  明日から冬休みです。待ちに待っていた生徒も多

いことでしょうが、冬休みもいろいろなことに全力

で頑張ってほしいです。今まで以上に、そして3学

期に入っても、「目の前のことに全力で取り組む」

 これをテーマとして生活してほしいです。

　先日、保護者のみなさまに、学校教育診断票に答

えていただきました。全部で23の項目を設定して

いるのですが、その中で群を抜いて評価率の低い項

目がありました。「子どもは毎日家庭学習ができて

いる」「子どもの学力は向上している」の２つです。

 グラフを生徒の皆さんにも見てもらいます。

　中学校の場合は、ほぼすべての生徒が入試を経験

して次の進路に進んでいきます。これは小学校から

中学校に上がるときのようにほぼ自動的に決まるも

のではありません。終業式のスライドにも入れたよ

うに「合格は自分の力で勝ち取る」ものなのです。

「入試は団体戦」とよく言われますが、これは、入

試に向かうまでは仲間とともに頑張っていくという

意味での団体戦であって、入試本番は絶対的に個人

戦です。もちろんですが、入試本番は誰に頼ること

もできません。ということで言うと団体戦・個人戦

両方の意味合いがあります。入試まで、３年生はも

うすぐ、２年生は１年後、１年生は２年後という時

間的な長さは異なります。その長さが保護者が見る

「家庭での学習」と「学力向上」のアンケート結果

の差につながっているのは理解できます。もちろん

保護者が見ている感覚と生徒自身が思っている感覚

とではズレはあると思います。しかし、それはそん

 なに大きなズレとは思えません。

　入試まであと少しの３年生、３分の１の生徒が、

毎日は勉強してないと思われます。家庭学習は習慣

（ルーティン）そのものです。この時期にこれって

 大丈夫でしょうか。

  2年生、1年生のみなさん、学力ってすぐに身に

つくものではないということは分かっていると思い

ます。このままでは、自信をもって入試にのぞむこ

とができない人がものすごく多くなりそうです。早

い段階で、家庭学習を習慣（ルーティン）にしてく

ださい。

　努力が満足にできずにのぞむ入試は、不安で不安でたまらないと思います。努力をたくさんしてい

ても、なかなか自信はもてないものだし、結果がすぐについてくるというものでもありません。でも、

 やり続けること、継続的に努力することしか、力はつかないのです。何をするにしても同じです。

 　新しい年がやってきます。大切なことを継続できる力をしっかり身につけてほしいと思います。

 　よいお年を。
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